
 
 

１ ．学びを「自分事」に変える思考の習慣 

２ ．「情報アンテナ」の感度を上げるコツ 



３ ．自立へのロードマップ～以下の 4 点を“意識”せよ～

★校長より★ 皆さんは受験勉強には、どんな楽しみがあると思いますか?私は受験勉強の楽しみは「目標設定や学習の

手段、計画等を自分で決め、自分で調整していくこと」だと思います。「目標に向かって勉強を続けたら、今はこんな状

況だ。じゃあ、ここからはこうしよう。」こういったことを考えるのはたいへんですが、楽しくもあります。学習方法は

何通りもあります。自分に最適な学習方法は自分しか分かりません。自分で考えた色々な方法にチャレンジすることで、

受験勉強が「自分ごと」となります。是非、挑戦してみてください。(校長 原 拡史) 

①日常の授業 ②課題・宿題 ③受験勉強 ④探究活動

キャッチ

コピー

予習を「宝探し」に 作業を「筋トレ」に 逆算を「ゲームの攻

略」に

疑問を「プロジェクト」

に

具体策

予習で「わからない

場所」を特定し、授

業を「答え合わせの

場」にする

提出期限を守るだけでな

く、その課題が「自分の

弱点のどこを補強する

か」を意識する

志望校合格から逆算

し、今週・今日のノル

マを自分で設計する

既存の答えを探すのでは

なく、自分なりの「問

い」を立てて、周囲を巻

き込む

具体策に

向かうた

めの

「きっか

けづく

り」

〇「3分・1箇所」

ルール

まずはここからス

タートしてみよう。

前日の夜や休み時間

に、教科書をパラパ

ラめくり「ここ、意

味不明だな」と思う

場所に付箋を数枚貼

るだけでOKとする

〇TODOの細分化

「数学のワーク」ではな

く「数学ワークの3問だ

け」と、ハードルを下げ

る、具体化する

〇振り返りスタンプ

 終わった後、ノートの

隅に

「◎（余裕）」

「〇（普通）」

「△（要再挑戦）」

と自分の感触を記録する

〇「合格体験記」の逆

読み

合格者が「この時期に

何をしていたか」を調

べ、それを自分のスケ

ジュール帳に書き写し

てみる

〇見える化

勉強時間を記録するア

プリや手帳を使い、積

み上げた時間を可視化

する

〇「なぜ？」のメモ

日常で感じた「違和感」

や「不便」をスマホのメ

モに1日1個残す

〇他者への壁打ち

先生や友人に「今、こん

なことに興味があるんだ

けど、どう思う？」と、

未完成のまま話してみる

具体策に

向かうた

めの「み

んなの意

識」

「全部理解しよう」

ではなく、「授業中

に解決すべきクイ

ズ」を見つけに行く

感覚を持つ。付箋を

貼った場所が授業で

解説された瞬間、脳

は「情報を拾うアン

テナ」として機能し

ます

「提出するため」ではな

く、「今の自分のレベル

を測るテスト」だと意識

する。△がついた問題こ

そが、成績を上げる「伸

びしろ」の塊です

「まだこんなにある」

ではなく「今日これを

やれば、合格へ一歩近

づく」という前進感を

大切にする。受験勉強

は、自分をアップデー

トし続ける攻略ゲーム

だと捉え直します

「立派な研究をしよう」

と思わず「自分が一番知

りたいことを突き詰める

贅沢」だと考える。上っ

面な問いから始まって

も、それを探究していく

うちに、ブラッシュアッ

プされ問いも深まってい

く。探究は、自分の「知

的好奇心」を形にする、

自分だけのストーリーを

作るチャンスです


